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特別養護老人ホームもみの木における入所者死亡及び元職員の逮捕について 

 

令和 7年 4月に当施設において、誠に痛恨の極みではございますが入所者様がお亡くな

りになるという重大な事態が発生いたしました。 

亡くなられた入所者様のご冥福を心よりお祈り申し上げますとともに、ご遺族の皆様に

対し、深くお詫び申し上げます。また、日頃より当施設をご利用いただいております皆

様、地域の皆様、関係者の皆様に多大なるご心配とご迷惑をおかけしておりますことを、

重ねて深くお詫び申し上げます。 

 

本件につきましては埼玉県警杉戸警察署による捜査が行われておりましたが、今般、同

署は本件について、当施設の元職員（令和７年５月退職）による故意の加害行為であった

として当該元職員が令和７年９月９日に傷害致死容疑で逮捕されております。 

 

なお、当該元職員が関係する他の事案がないかについては、同署の捜査及び当施設にて

調査を行っております。その結果、現在入所されている他のご利用者様に関しまして現時

点でその他の事案はないことが判明しております。 

当局による捜査は現在も続いており、当施設といたしましては、捜査当局に対し全面的

に協力しており、事実関係の全容解明に努めております。 

特別養護老人ホームもみの木としては、今回の事態を厳粛に受け止め、職員一人ひとり

の倫理観の再構築と、入所者様の安心安全を具体化する取り組みに全力を尽くしてまいり

ます。具体的な再発防止策として、以下の取り組みを順次実施してまいります。 

 

・全職員に対する倫理・法令遵守に関する研修の強化 

・全職員に対するストレスマネジメント及びアンガーマネジメントに関する外部研修の 

 強化 

・全職員に対する定期面談の実施 

・見守りカメラの設置 

 

今後は、二度とこのような事態を起こさぬよう、全職員が一丸となって、信頼回復に向

けて最大限の努力を続けてまいります。 

 


